
鹿背山城
か せ やま じょう 南山城最大のやまじろ：東西400m、南北300m、標高135m、比高90m、15C中~16Ｃ中頃：室町~戦国時代、興福寺が築城、

松永久秀が防衛拠点として改修、やまじろの醍醐味（主郭（曲輪）、畝状空堀群、堀切、切岸）、市民団体が整備・文化活動
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